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1. 令和2年2月期第1四半期の連結業績（平成31年3月1日～令和元年5月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2年2月期第1四半期 3,897 △4.6 111 △60.0 140 △54.0 99 △52.3

31年2月期第1四半期 4,085 △1.1 278 △0.9 304 1.2 208 △16.6

（注）包括利益 2年2月期第1四半期　　17百万円 （△92.7％） 31年2月期第1四半期　　245百万円 （16.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2年2月期第1四半期 62.79 ―

31年2月期第1四半期 131.53 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2年2月期第1四半期 12,320 6,395 51.8 4,020.51

31年2月期 12,585 6,440 51.1 4,049.41

（参考）自己資本 2年2月期第1四半期 6,382百万円 31年2月期 6,428百万円

(注)「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、平成31
年２月期の総資産及び自己資本比率については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

31年2月期 ― 0.00 ― 40.00 40.00

2年2月期 ―

2年2月期（予想） 0.00 ― 40.00 40.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 令和 2年 2月期の連結業績予想（平成31年 3月 1日～令和 2年 2月29日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,800 1.9 940 2.8 970 1.5 670 2.0 422.07

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2年2月期1Q 1,590,250 株 31年2月期 1,590,250 株

② 期末自己株式数 2年2月期1Q 2,849 株 31年2月期 2,849 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2年2月期1Q 1,587,401 株 31年2月期1Q 1,587,401 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料のうち、将来の見通し及び計画に基づく予想は現時点で入手された情報に基づいて策定しております。

実際の業績は今後さまざまな要因によりこれらの予想数値とは異なる結果となる可能性があります。

本資料の予測に関する事項は【添付資料】の２ページ目を参照ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、雇用・所得環境の改善は続いておりますが、企業収益お

よび個人消費は弱含みで推移いたしております。海外においては、通商問題の動向が世界経済に影響を与えてお

り、英国のＥＵ離脱問題なども含めて、先行きが不透明な状態が続いております。

　当軟包装業界におきましては、原油およびナフサ価格が一昨年前から継続的に値上がり基調にあり、高値圏で

推移いたしたことにより、原材料であるフィルムや合成樹脂も高騰し続けており、当社を取り巻く環境は依然と

して厳しい状況が続いております。

　このような状況のもと当社グループは、「機能包材の丸東産業」を確立するべく、営業面では、「直進くん®」

や「掴めるくん®」、「吸湿くん®」などの、付加価値の高い機能包材を中心に拡販に努めてまいりました。ゴー

ルデンウィーク（長期連休）並びに主たるお得意様である食品業界における食品表示変更の影響もあり、新版・

改版の受注は前連結累計期間よりも多くいただけました。生産面では、生産効率を高めて内部生産を増やす施策

を継続して取組んでまいりました。しかし、原材料が依然として高値圏にあることと、外部への生産委託量の増

加、設備投資による減価償却費の増加など製造コストが増加いたしました。

この結果、当第１四半期連結累計期間において売上高は、38億９千７百万円（前年同期比4.6％減）、損益面で

は、営業利益１億１千１百万円（前年同期比60.0％減）、経常利益１億４千万円（前年同期比54.0％減）、親会

社株主に帰属する四半期純利益は、９千９百万円（前年同期比52.3％減）となりました

　

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて２億６千５百万円減少し、123億

２千万円となりました。これは主に、現金及び預金や受取手形及び売掛金が減少したことなどによるものであり

ます。

　負債は、前連結会計年度末に比べて２億１千９百万円減少し、59億２千４百万円となりました。これは主に、

未払法人税等及び長期借入金の減少などによるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べて４千５百万円減少し、63億９千５百万円となりました。これは主に、有

価証券評価差額金の減少などによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結業績予想につきましては、平成31年４月12日発表の業績予想から修正しておりません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　 該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　 該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　 該当事項はありません。

（４）追加情報

　 （「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　 「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定

負債の区分に表示しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成31年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(令和元年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,976,525 1,827,143

受取手形及び売掛金 4,344,096 4,162,390

商品及び製品 694,034 790,399

仕掛品 185,915 288,142

原材料及び貯蔵品 213,499 242,493

その他 111,814 118,169

貸倒引当金 △56,057 △55,661

流動資産合計 7,469,827 7,373,077

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,854,602 1,818,537

機械装置及び運搬具（純額） 987,678 943,422

土地 1,054,683 1,054,655

その他（純額） 58,465 52,941

有形固定資産合計 3,955,430 3,869,556

無形固定資産 35,966 34,946

投資その他の資産

投資有価証券 1,014,025 892,695

その他 122,524 164,294

貸倒引当金 △12,483 △14,433

投資その他の資産合計 1,124,065 1,042,556

固定資産合計 5,115,462 4,947,059

資産合計 12,585,290 12,320,137

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,592,545 2,413,569

電子記録債務 1,998,099 1,475,663

短期借入金 723,674 724,633

1年内返済予定の長期借入金 248,625 115,155

未払法人税等 192,899 73,785

賞与引当金 43,320 97,675

その他 791,162 475,141

流動負債合計 5,590,326 5,375,623

固定負債

役員退職慰労引当金 51,480 52,760

退職給付に係る負債 413,871 410,680

その他 88,619 85,660

固定負債合計 553,971 549,101

負債合計 6,144,298 5,924,724
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成31年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(令和元年５月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,807,750 1,807,750

資本剰余金 786,011 786,011

利益剰余金 3,535,655 3,571,828

自己株式 △3,434 △3,434

株主資本合計 6,125,981 6,162,154

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 335,380 250,633

為替換算調整勘定 △16,595 △16,347

退職給付に係る調整累計額 △16,727 △14,281

その他の包括利益累計額合計 302,057 220,003

非支配株主持分 12,953 13,253

純資産合計 6,440,992 6,395,412

負債純資産合計 12,585,290 12,320,137
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成30年３月１日
　至 平成30年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成31年３月１日
　至 令和元年５月31日)

売上高 4,085,123 3,897,084

売上原価 3,307,512 3,255,769

売上総利益 777,611 641,314

販売費及び一般管理費 499,492 529,979

営業利益 278,118 111,334

営業外収益

受取配当金 22,205 27,615

為替差益 6,026 1,355

その他 4,559 5,813

営業外収益合計 32,791 34,784

営業外費用

支払利息 4,090 3,038

手形売却損 104 116

売上割引 1,231 793

その他 586 1,962

営業外費用合計 6,012 5,911

経常利益 304,897 140,208

特別利益

国庫補助金 ― 11,926

特別利益合計 ― 11,926

特別損失

投資有価証券評価損 ― 182

特別損失合計 ― 182

税金等調整前四半期純利益 304,897 151,952

法人税、住民税及び事業税 113,214 58,448

法人税等調整額 △18,671 △6,122

法人税等合計 94,542 52,326

四半期純利益 210,354 99,625

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

1,567 △43

親会社株主に帰属する四半期純利益 208,787 99,669
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成30年３月１日
　至 平成30年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成31年３月１日
　至 令和元年５月31日)

四半期純利益 210,354 99,625

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 58,841 △84,746

為替換算調整勘定 △26,341 592

退職給付に係る調整額 2,371 2,445

その他の包括利益合計 34,871 △81,709

四半期包括利益 245,226 17,916

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 243,824 17,615

非支配株主に係る四半期包括利益 1,401 300
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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